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◇
地
方
財
政
の
充
実
、
強
化
を
求
め
る
意
見
書

２
０
１
９
年
の
政
府
予
算
と
地
方
財
政
の
検

討
に
あ
た
っ
て
政
府
に
実
現
を
求
め
る
。

①
社
会
保
障
、
災
害
対
策
、
環
境
対
策
、
地

域
交
通
対
策
、
人
口
減
少
対
策
な
ど
、
増
大

す
る
地
方
自
治
体
の
財
政
需
要
を
的
確
に

把
握
し
、
こ
れ
に
見
合
う
地
方
一
般
財
源
総

額
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

➁
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
、
地
域
医

療
の
確
保
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
、
介
護
支
援
制

度
や
国
民
健
康
保
険
制
度
の
見
直
し
な
ど
、

急
増
す
る
社
会
保
険
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
人

材
を
確
保
す
る
た
め
の
社
会
保
障
予
算
の
確

保
及
び
地
方
財
政
措
置
的
確
に
行
う
こ
と
。

住みやすい春日市の実現のために！ 第８号（冬号）

を
重
ね
、
新
制
度
移
行
に
向
け
て
の
準
備
を

進
め
る
。
平
成
31
年
度
9
月
議
会
で
新
制
度
に

係
る
条
例
等
を
上
程
す
る
予
定
。

問

現
行
の
臨
時
職
員
及
び
嘱
託
職
員
に
つ
い

て
本
市
で
は
ど
の
よ
う
な
制
度
移
行
を
想
定
し

て
い
る
か
。

答

新
制
度
に
お
い
て
も
現
行
の
人
事
評
価
を

継
続
し
て
実
施
し
、
任
用
に
活
用
す
る
。
新
制

度
移
行
後
、
嘱
託
職
員
は
正
規
職
員
と
同
様
に

一
日
7
時
間
45
分
勤
務
を
基
本
と
す
る
。

各
職
場
で
の
業
務
状
況
に
応
じ
て
、
短
時
間
勤

務
に
て
対
応
す
る
こ
と
を
検
討
。
フ
ル
タ
イ
ム
勤

務
の
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
正
規
の
職
員
同

様
兼
業
禁
止
と
な
る
。
す
べ
て
の
会
計
年
度
任

用
職
員
に
職
務
専
念
義
務
や
信
用
失
墜
行
為
の

禁
止
等
を
含
む
服
務
規
律
が
適
用
と
な
り
、
こ

れ
に
違
反
す
る
場
合
は
懲
戒
処
分
等
の
対
象
と

な
る
。

問

現
行
の
臨
時
職
員
・
嘱
託
職
員
に
つ
い
て
の

処
遇
改
善
（賃
金
や
報
酬
ア
ッ
プ
・通
勤
手
当
・

費
用
弁
償
）の
支
給
に
つ
い
て
。

答

平
成
31
年
度
に
お
い
て
、
嘱
託
職
員
の
報

酬
に
つ
い
て
は
、
月
額
で
1
千
円
か
ら
1
千
５
０

０
円
の
増
額
を
予
定
。
臨
時
職
員
の
賃
金
に
つ
い

て
も
正
規
職
員
、
嘱
託
職
員
の
増
額
に
合
わ
せ

て
、
事
務
補
佐
職
の
現
行
日
額
６
４
０
０
円
に
対

し
て
１
０
０
円
～
２
０
０
円
程
度
の
増
額
改
訂
を

検
討
し
て
い
る
。
嘱
託
職
員
に
対
す
る
通
勤
手

当
、
費
用
弁
償
つ
い
て
は
、
筑
紫
地
区
で
は
本
市

の
み
支
給
。
尚
、
臨
時
職
員
に
対
す
る
支
給
に
つ

い
て
は
、
新
制
度
と
な
る
再
来
年
度
か
ら
支
給

す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

平
成
30
年
９
月

第
３
回
定
例
会

本
会
議

意
見
書
提
出

③
災
害
時
に
お
い
て
も
住
民
の
命
と
財
産
を
守

る
防
災
・減
災
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重

要
で
あ
り
、
自
治
体
庁
舎
を
始
め
と
し
た
公
共

施
設
の
耐
震
化
や
緊
急
防
災
・減
災
事
業
の
対

象
事
業
の
拡
充
と
十
分
な
機
関
の
確
保
を
行

う
こ
と
。

④
地
方
財
政
計
画
に
計
上
さ
れ
て
い
る
「ま
ち
・

ひ
と
・し
ご
と
創
生
事
業
費
」に
つ
い
て
は
、
自
治

体
の
財
政
運
営
に
不
可
欠
な
財
源
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
行
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
。

⑤
自
治
体
基
金
は
、
財
源
調
整
や
特
定
目
的

の
た
め
に
積
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
当
該

自
治
体
の
財
政
に
余
裕
が
あ
っ
て
積
ま
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
自
治
体
基
金

の
残
高
を
理
由
に
交
付
税
の
削
減
等
を
強
行

し
な
い
こ
と
。

◇
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
に
向
け

た
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問

再
来
年
度
か
ら
実
施
と
な
る
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
の
勤
務
労
働
条
件
は
、
条
例

等
に
よ
り
市
が
定
め
る
こ
と
に
な
る
。
基
本

的
な
考
え
方
と
し
て
正
規
職
員
に
準
じ
た
勤

務
労
働
条
件
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。
新

制
度
に
向
け
て
の
執
行
部
の
考
え
方
は
。

答

一
般
職
の
非
常
勤
職
員
の
任
用
等
に
つ
い

て
明
確
化
す
る
こ
と
、
及
び
期
末
手
当
等
の

支
給
の
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
が
、
主
な
改

正
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

新
制
度
に
向
け
て
の
情
報
取
集
、
筑
紫
地
区

団
体
と
の
情
報
交
換
や
職
員
団
体
と
の
協
議

12月 一般質問
本会議場にて

平
成
30
年
12
月

第
４
回
定
例
会

本
会
議

一
般
質
問

「
明
日
へ
の
責
任
」

内
野
あ
き
ひ
ろ
活
動
報
告

春
日
市
議
会
議
員
（総
務
文
教
副
委
員
長
）・
保
護
司
・
防
災
士

行
政
書
士
・
宅
建
士
・
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
・
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
お
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
日
頃
か
ら
の
ご
支

援
と
ご
厚
情
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
、
全
国
的
に
甚
大
な
自
然
災

害
が
起
こ
り
、
一
昨
年
に
続
き
九
州
北

部
地
区
で
も
豪
雨
被
害
に
見
舞
わ
れ
改

め
て
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
痛
感
し
た
一

年
で
し
た
。

さ
て
、
春
日
市
で
は
昨
年
、
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
キ
ャ
ン
プ
地
に

認
定
さ
れ
、
今
年
は
世
界
の
強
豪
チ
ー

ム
が
本
市
に
や
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
Ｖ
リ
ー
グ
を

目
指
し
て
い
る
「福
岡
春
日
シ
ー
キ
ャ
ッ

ツ
」の
活
躍
も
期
待
で
き
、
ま
さ
し
く
今

年
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
年
で
す
。

「み
ん
な
で
春
を
つ
く
ろ
う
」と
い
う
本

市
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
も
と
「住
み

や
す
い
街
」か
ら
「住
み
続
け
た
い
街
」を

作
る
た
め
に
、
早
急
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
山
積
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
声
が
届

く
、
市
民
目
線
の
政
治
を
信
念
と
し
、

解
決
の
た
め
の
政
策
を
提
案
し
て
い
き

ま
す
。
ま
ず
は
「住
み
や
す
い
春
日
市
」

の
実
現
を
目
指
し
て
、
誠
心
誠
意
努
力

し
て
参
り
ま
す
。
誰
も
が
出
番
と
居
場

所
の
あ
る
共
生
の
社
会
作
り
に
向
け
て

邁
進
す
る
所
存
で
す
。

７月合同会派での根室市役所
視察にて

https://www.dpfp.or.jp/2018/06/12/%e3%80%8c%e5%9b%bd%e6%b0%91%e6%b0%91%e4%b8%bb%e3%83%97%e3%83%ac%e3%82%b9%e9%9b%bb%e5%ad%90%e7%89%88%e3%80%8d%e3%82%a2%e3%83%97%e3%83%aa%e5%88%a9%e7%94%a8%e8%a6%8f%e7%b4%84/
https://www.dpfp.or.jp/2018/06/12/%e3%80%8c%e5%9b%bd%e6%b0%91%e6%b0%91%e4%b8%bb%e3%83%97%e3%83%ac%e3%82%b9%e9%9b%bb%e5%ad%90%e7%89%88%e3%80%8d%e3%82%a2%e3%83%97%e3%83%aa%e5%88%a9%e7%94%a8%e8%a6%8f%e7%b4%84/


地域に根差した活動 地域の活性化に貢献します！

「市
議
会
報
告
会
」

内
野
童
里
夢

☆川柳ｺｰﾅｰ

行政書士会無料相談会

（

福
岡
楠
の
会
・
宮
崎
世
詩
凡
所
属
）

※
大
好
評
に
て
、
第
2
回
開
催
を
5
月
～
6
月
に
企
画
中
で
す
！

小倉地区夏祭りウッチーズ

12月「音楽の花束」混声かすが出演！

「はるか」アッパレ！歌謡祭
出演

父
と
い
う

大
き
な
壁
に

ぶ
ち
当
た
る

母
の
愛

見
守
る
子
ら
に

あ
る
笑
顔

平
坦
な

道
の
向
こ
う
に

落
と
し
穴

10
月
16
日
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
・
17
日
春
日
北
小
学
校
に

お
い
て
春
日
市
議
会
報
告
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
総
務

文
教
委
員
会
を
代
表
し
て
、
都

市
型
子
ど
も
関
連
複
合
施
設
で

あ
る
、
札
幌
市
私
立
資
生
館
小

学
校
行
政
視
察
の
報
告
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
1
回
「春
日
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
婚
活
街
コ
ン
」開
催
！

12
月
2
日
に
西
鉄
春
日
原
周
辺
地
区
で
、
第
1
回
春
日
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
春
を
つ

く
ろ
う
実
行
委
員
会
主
催
の
婚
活
街
コ
ン
を
開
催
！
（後
援
：春
日
市
）

春
日
市
で
の
将
来
的
な
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
春
日
市
近
隣
地
区
の

独
身
男
性
・独
身
女
性
の
出
会
い
の
場
を
提
供
し
、
か
つ
地
域
活
性
化
に
も
つ

な
げ
る
た
め
に
企
画
開
催
し
た
も
の
で
す
。

当
初
の
募
集
60
名
を
超
え
る
参
加
者
で
と
て
も
盛
り
上
が
り
、
参
加
者
の

内
、
男
女
比
率
が
ほ
ぼ
半
々
で
6
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
企
画
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
、
カ
フ
ェ
ダ
イ
ニ
ン
グ
「ク
ロ
ー
ブ
」・花
酒
膳

「は
ぎ
わ
ら
」・酒
菜
句
「た
だ
い
ま
」・缶
詰
バ
ー
「ｍ
ｒ
・ｋ
ａ
ｎ
ｓ
ｏ
」・お
好
み
焼

き
「恵
」の
ご
店
舗
の
オ
ー
ナ
ー
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
を
は
じ
め
、
店
舗
の
皆
様
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
全

員
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
（実
行
委
員
長
内
野
あ
き
ひ
ろ
）

下白水南地区敬老会にて
JR春日駅挨拶活動

10月ピースフラワーズ合唱団に参加！11月つくしの風ロビーコンサート！

文
化
活
動
！

街頭でのチラシ配布活動

下白水児童センター餅つき

保護司大会どろんこ保育園視察

西南学院同窓会連合会
岩﨑会長・中顧問と

憲法九条の会にて

平田台地区運動会参加

奴国の丘歴史資料館にて


